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小
泉
勝
町
長
の
３
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
の
町
政
運
営
に
向
け
た
思
い
を
町
長
が
語
り
ま
し
た
。

３
期
目
の

　
　

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

■
能
登
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
町
を
目
指
し
て

　
去
る
９
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
町
長
選
挙

に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
に
よ
り
、
３
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
か
ら
新
た
な
任
期
が
始
ま
り
、
改

め
て
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
と
責

任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
21
年
９
月
の
町
長
就
任
以
来
、

自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
施
策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
の
対
話
の
町
政
を
基
本
姿
勢
と

し
、
継
続
し
て
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
町
長
談
話
室
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の
方
々

か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
、
皆
さ
ま
の
思
い

を
町
政
に
反
映
さ
せ
、「
志
賀
町
に
住
み

た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
勇
往

邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
税
の
減
収
や
普
通
交
付
税
の
段
階
的

削
減
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
中
で
、
引
き
続
き
、
行
財
政
改
革
を
不

断
に
実
行
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
場
の
創
出
や
、
若
者
が
定
住
で
き
る
住

環
境
の
整
備
、
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充

実
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
の

整
備
、
地
域
産
業
の
振
興
な
ど
の
重
点
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
行
財
政
改
革
に
お
い
て
は
、
将
来

の
子
ど
も
た
ち
に
「
つ
け
」
を
残
さ
な
い
た

め
、
そ
し
て
、
原
発
関
連
の
財
源
に
依
存
し

な
い
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
る
た
め
、
さ
ら

な
る
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
、
真
に
必

要
な
事
業
の
実
施
と
新
た
な
行
政
需
要
へ
の

対
応
に
重
点
を
置
き
、公
の
施
設
の
統
廃
合
、

借
地
の
解
消
な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
能
登
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
町
」
を
目
指
し
、
第
２
次
志
賀

町
総
合
計
画
に
登
載
の
施
策
の
着
実
な
実
行

に
全
身
全
霊
を
傾
け
、
職
務
に
邁
進
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
安
定
し
た
雇
用
の
確
保
と
産
業
の
活
性
化

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
低
廉
な
電
気
料

金
や
充
実
し
た
支
援
制
度
と
い
っ
た
本
町
の

優
位
性
を
広
く
情
報
発
信
し
、
県
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、
本
町
が
能
登
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
防
波
堤
と
し
て
の
機
能
を

担
う
べ
く
、
積
極
的
な
誘
致
活
動
や
立
地
企

業
の
支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ふ

る
さ
と
就
業
促
進
奨
励
金
制
度
に
つ
い
て

も
周
知
を
図
り
、
企
業
の
人
材
確
保
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
町
独
自
の
奨
学
基
金
の
有

効
活
用
と
若
者
の
企
業
へ
の
就
労
を
促
進

す
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
奨
学
資
金
の
貸

付
制
度
に
つ
い
て
、
借
受
者
が
町
内
に
就

労
し
た
場
合
に
、
貸
付
金
の
一
部
の
返
済

を
免
除
す
る
制
度
に
改
正
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
担

い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
深
刻

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
担
い

手
育
成
へ
の
積
極
的
な
支
援
や
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農
の

法
人
化
、
生
産
基
盤
の
整
備
・
充
実
、
新
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規
就
農
者
へ
の
支
援
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
資
源
を
活
用
し
た
新
た

な
商
品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

■

定
住
人
口
の
確
保
と交

流
人
口
の
拡
大

　

住
宅
地
「
み
ら
い
と
う
ぶ
」
に
つ
い
て
は
、

第
２
期
分
譲
と
な
る
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
、
31
区
画
の

来
年
２
月
の
分
譲
開
始
に
向
け
て
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
奨
励
金
制
度
に
加

え
て
、
本
町
の
魅
力
あ
る
教
育
や
子
育
て
環
境

な
ど
を
広
く
情
報
発
信
し
、
早
期
の
完
売
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

富
来
地
域
に
お
け
る
移
住
・
定
住
に
つ
い

て
は
、
旧
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地

を
活
用
し
、（
仮
称
）
ま
す
ほ
住
宅
整
備
事
業

と
し
て
、
単
身
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
公

営
住
宅
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

富
来
鉱
山
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
新
幹

線
開
業
効
果
の
持
続
・
発
展
を
図
る
た
め
、

富
来
生
神
地
区
の
東
郷
抗
や
精
錬
所
跡
地

を
活
用
し
た
、
体
験
型
観
光
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
鉱
山
と
巌
門
、
富
来
地
域
の

中
心
部
と
の
連
携
を
模
索
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

西
能
登
里
浜
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
と

き
め
き
桜
貝
廊
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

反
省
点
を
踏
ま
え
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
２

箇
所
、
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を
５
カ
所
、
ペ
ッ

ト
ボ
タ
ル
も
約
２
万
個
設
置
す
る
と
と
も

に
、
開
催
期
間
も
10
月
７
日
か
ら
来
年
２

月
28
日
ま
で
の
１
４
５
日
間
と
し
、
昨
年

よ
り
45
日
間
延
長
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
観
光
客
が
減
少
す
る
冬

期
間
に
お
い
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
、

こ
の
「
と
き
め
き
桜
貝
廊
」
が
、
本
町
の

食
の
魅
力
を
セ
ッ
ト
に
し
た
新
た
な
旅
行

商
品
と
し
て
定
着
し
、
地
域
の
賑
わ
い
創

出
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
た

め
、
広
く
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
大
規
模
改
修
し
た

総
合
武
道
館
を
は
じ
め
、
総
合
体
育
館
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
近
隣
に
は
宿
泊
施

設
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
本
町
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

共
和
国
に
対
し
て
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
誘

致
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■

次
代
を
担
う
人
を
育
む
、

子
育
て
支
援
・
教
育
の
充
実

　

公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
入
所
児
童
数

が
、
合
併
時
の
平
成
17
年
度
末
の
６
８
６
人

か
ら
、本
年
９
月
１
日
現
在
で
は
、３
９
０
人

ま
で
減
少
し
、
一
段
と
少
子
化
が
進
行
し
て

お
り
、
将
来
人
口
の
推
計
で
は
、
さ
ら
な
る

児
童
数
の
減
少
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、本
年
２
月
に
「
子

ど
も
・
子
育
て
委
員
会
」
を
設
置
し
、
保
育

所
の
適
正
配
置
を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
子
育

て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

年
内
に
は
検
討
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

答
申
が
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
適
正
で
充

実
し
た
子
育
て
環
境
の
整
備
に
向
け
た
対
応

を
速
や
か
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

志
賀
高
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
町
と
し
て
も
志
賀
高
校
教
育
振
興

会
を
通
し
て
、
通
学
費
助
成
や
夏
期
・
冬

期
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
県
内
で
は
初
の
試
み

と
な
り
ま
す
が
、
志
賀
高
校
に
お
い
て
、

希
望
す
る
生
徒
へ
昼
食
を
提
供
し
、
生
徒

の
栄
養
・
健
康
管
理
や
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■

高
齢
化
に
対
応
で
き
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実

　

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
生
活
を
継
続
す
る
た
め
、
心

身
機
能
の
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
に
応

じ
て
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
て
提
供

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
重
度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
人
で
外
出
が
困
難
な
買
い
物
弱
者
対

策
に
つ
い
て
は
、
食
料
品
な
ど
の
宅
配
や

配
送
、
移
動
販
売
を
行
う
事
業
者
を
、
買

い
物
支
援
協
力
店
と
し
て
登
録
す
る
制
度

を
新
た
に
設
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
登
録
の
あ
っ
た
店
舗
を
広
報

し
か
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
に
よ
り
広

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
作
成

し
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

( 仮称 ) ますほ住宅単身者棟
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平成 29年度

志賀町功労者表彰
地方自治・産業・交通安全対策に功労のあっ
た３人が、11 月３日（金・文化の日）に
志賀町文化ホールで表彰されます。
◆時間：午前９時 30 分～

寺井　康人 さん（67 歳）　－富来領家町－

道辻　敬三 さん（71 歳）　－火打谷－

稲村　幸雄 さん（69 歳）　－百浦－ 自治功労

　

昭
和
53
年
７
月
に
、
石
川
サ
ン
ケ

ン
㈱
志
賀
工
場
長
に
就
任
さ
れ
、
副

社
長
を
経
て
、
平
成
４
年
５
月
の
社

長
就
任
か
ら
平
成
18
年
５
月
の
退

任
ま
で
、
地
域
の
産
業
振
興
に
努
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
卓
越
し
た
経
営
手
腕
に

よ
り
、
平
成
11
年
４
月
に
は
、
堀
松

工
場
団
地
へ
本
社
を
移
転
の
う
え
、

堀
松
工
場
を
新
設
し
、
技
術
革
新
と

施
設
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、
県
内

ト
ッ
プ
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
に
育

て
上
げ
、
約
１
６
０
０
人
の
雇
用
を

創
出
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
あ
た
り
、
道
辻
さ
ん

は
、「
今
回
の
受
賞
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
石
川
サ
ン
ケ
ン
㈱
は
、
石

川
県
の
誘
致
企
業
第
１
号
と
い
う

こ
と
で
使
命
感
を
持
ち
努
め
て
き

ま
し
た
。
い
い
仲
間
と
友
人
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
こ
う
し
た
受
賞
に

結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

旧
志
賀
町
と
合
併
後
の
志
賀
町
で

議
会
議
員
と
し
て
、
初
当
選
以
来
８

期
31
年
７
カ
月
の
多
年
に
わ
た
り
、

町
政
の
発
展
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
議
長
、
副
議
長
、
議
会

運
営
委
員
長
、
農
林
商
工
建
設
常
任

委
員
長
、
教
育
民
生
常
任
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
、
卓
越
し
た
識
見
と
高

邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
、
地
域
の

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
、
産
業
の

振
興
、
環
境
整
備
の
促
進
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
の
旧
志
賀
町
、

富
来
町
の
合
併
協
議
で
は
、
合
併
協

議
会
委
員
と
し
て
新
町
誕
生
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
に
あ
た
り
、
稲
村
さ
ん

は
、「
思
い
が
け
な
い
受
賞
で
大
変

光
栄
に
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ

た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
誠
心
誠
意

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

産業功労

交通安全対策功労
　

旧
富
来
町
と
合
併
後
の
志
賀
町

で
街
頭
交
通
推
進
隊
と
し
て
、
入
隊

以
来
36
年
以
上
の
多
年
に
わ
た
り
、

街
頭
啓
発
を
は
じ
め
、
小
学
校
で
の

交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
児
童
や
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
自
転
車
運
転

技
術
の
指
導
な
ど
、
交
通
安
全
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
隊
長
・
副
隊
長
と
し
て

18
年
間
に
わ
た
り
、
町
民
の
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
と
交
通
安
全
教
育

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
は
、
町
街
頭
交
通

推
進
隊
相
談
役
、
町
交
通
安
全
協
会

会
長
、
羽
咋
郡
市
交
通
安
全
協
会
会

長
と
し
て
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
の

促
進
や
後
進
の
育
成
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
に
あ
た
り
、
寺
井
さ
ん

は
、「
こ
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
よ

り
一
層
身
を
引
き
締
め
、
志
賀
町
の

安
全
安
心
な
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

オープニングを盛り上げる冨木八幡太鼓

ベンチ最終地点の撮影スポット
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オープニングを盛り上げる冨木八幡太鼓

ベンチ最終地点の撮影スポット

家族でペットボタルを設置

点灯式のときめき演奏会

ペットボタルを設置するボランティアの皆さん

撮影スポットで記念撮影

全国屈指の夕日スポット「世界一長いベンチ」をペットボタルが彩ります。
絶景の夕日を見た後は、光のイルミネーションを楽しむことができます。

西能登  里浜イルミネーション

ときめき桜貝廊

世
界
一
長
い
ベ
ン
チ
を
照
ら

す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
、
10
月
７
日
㈯
に
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
日
、
町
内
企
業
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
４
０
０
人
が
、

全
長
４
６
０
．
９
ｍ
の
ベ
ン
チ
に

沿
っ
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
「
ペ
ッ
ト

ボ
タ
ル
」
約
２
万
個
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

夕
方
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
開
催
し
、
小
泉
町
長
や
志

賀
町
賑
わ
い
創
出
委
員
会
の
寺

岡
才
治
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
日
没
と
共
に
、
さ
く
ら

貝
ピ
ン
ク
と
里
浜
ブ
ル
ー
を
表

現
し
た
照
明
が
光
を
帯
び
、
幻
想

的
な
光
景
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
。
点
灯
式
で
は
、
２
つ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
５
つ
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
、
ベ
ン
チ
を
照
ら
す
Ｌ
Ｅ

Ｄ
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ト
が
点
灯
し

ま
し
た
。
と
き
め
き
演
奏
会
も
あ

り
、
美
し
い
光
景
と
共
に
、
サ
ッ

ク
ス
と
フ
ル
ー
ト
の
優
雅
な
調

べ
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

協
賛
：
志
賀
町
観
光
協
会
、
富
来
商
工
会
、

志
賀
町
商
工
会
、
石
川
サ
ン
ケ
ン
㈱
、

北
陸
電
力
㈱
、
サ
ン
ケ
ン
オ
プ
ト
プ

ロ
ダ
ク
ツ
㈱
、
富
来
の
と
し
ん
会

２/28まで
日没から約４時間
２/28

期　間
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* 写真はイメージです

12/5 12/10 12/14 12/15 12/16
火 木日 金 土

羽子板タイプ・扇タイプがあります。当日選べます。数に限りがあります♪

ふれあいミニ講座＆クラフト体験

-
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えひめ国体で志賀町勢が活躍

小泉町長に喜びを報告
（右から）梶尚治グラウンドゴルフ協会長、矢萩さん、小門前さん

　９月 16 日（土）、小門前節子さん（徳田）と矢萩厚
子さん（高浜町）が愛媛県松山市で開催された第 72 回
国民体育大会グラウンドゴルフ競技に石川県代表メン
バーとして出場し団体戦で見事優勝しました。
　台風の影響でホール数を短縮し、２日間の日程も１
日に変更。雨の中での競技にもかかわらず石川県勢は
８つのホールインワンに成功し、結果は２位の鳥取県
チームとは 17 打差の大差をつける優勝となりました。
　矢萩さんは「優勝した時は感極まって涙して喜びま
した」と振り返り、小門前さんは「一人の力ではなく、
みんなで勝ち取った優勝です」と話しました。

　９月 10 日（日）、女子の綱引きチーム美笑会が石川
県代表として第 72 回国民体育大会の成年女子の部で優
勝し、14 日（木）、志賀町役場を訪れ小泉町長と守田
教育長に喜びを報告しました。
　愛媛県四国中央市で行われた競技では、予選リーグと
トーナメント戦あわせて９回の試合を勝ち抜き見事優勝
の栄冠を手に入れました。
　選手の井上友恵さんは、「国体に向けた日々のつらい
練習の成果が発揮できた。次へのステップになった」
と話しました。
　小泉町長は、「志賀町の綱引きを盛り上げていただき
後継者を育ててほしい」とさらなる活躍を期待し、祝
福しました。

女子の綱引きチーム「美
びしょうかい

笑会」

グラウンドゴルフで小門前さん、矢萩さん
総合体育館で練習に励む選手の皆さん

田端	秀行、西村	恵、国部	真佐美、川上	憲代、水野	幸子、藤井	由美子、
四蔵	玲子、鯰田	真由美、井上	友恵、田端	ゆかり、長	典江、藤田	幸子

小泉町長、守田教育長に喜びを報告

国体優勝が決まりガッツポーズ
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　10月９日（月）体育の日に、志賀町駅伝競走大会を開催しました。各地区10チームの代表選
手120人が志賀地域コース20.9㎞を12区間にわたりタスキをつなぎました。大会は中盤から
増穂チームがトップに立ち、そのまま３年連続５回目の優勝を勝ち取りました。
　大会当日は天候にも恵まれ、選手の熱い走りに、沿道でのチームの応援にも熱がこもりました。

「頑張るぞ！」（開会式にて） たすきをつなぐ堀松チーム 優勝した増穂チームの皆さん

増穂チーム
３連覇！
増穂増穂志賀町駅伝競走大会志賀町駅伝競走大会第

12
回

【団体総合】

１位 増穂 １時間22分56秒

２位 加茂・下甘田 １時間23分08秒

３位 高浜 １時間23分37秒

４位 志加浦 １時間24分16秒

５位 堀松 １時間26分43秒

６位 土田 １時間27分12秒

７位 熊野・上熊野 １時間31分45秒

８位 中甘田 １時間33分40秒

９位 富来・稗造 １時間34分47秒

10位 西海・西浦 １時間39分24秒

【部門団体表彰】

○小学生の部

１位 土田

２位 堀松

３位 志加浦

○中学生以上女子

１位 堀松

２位 増穂

３位 高浜

○中学生以上男子

１位 加茂・下甘田

２位 増穂

３位 高浜

【区間賞（敬称略）】

１区	小学生女子（1.2㎞） 奥矢	詩乃（土田） ５分27秒

２区	小学生男子（1.6㎞） 上野	真諒（中甘田） ５分51秒

３区	小学生女子（1.3㎞）	 倉島	妃鞠（堀松） ４分45秒

４区	小学生男子（1.5㎞） 盛本　	航（土田） ５分48秒

５区	フリー女子（1.3㎞） 林	玖瑠美（高浜） ５分03秒

６区	フリー女子（1.0㎞） 藤井	亜未（堀松） ３分24秒

７区	中学生女子（2.2㎞） 川原	千奈（増穂） ８分54秒

８区	フリー男子（2.9㎞） 市川　	葵（増穂） ９分36秒

９区	中学生男子（1.6㎞） 岡田	和尚（加茂・下甘田） ５分51秒

10区	中学生男子（2.3㎞） 花島	涼太（加茂・下甘田） ８分09秒

11区	フリー男子（1.9㎞） 中島	正宏（増穂） ６分23秒

12区	フリー男子（2.1㎞） 岡田	康平（加茂・下甘田） ６分44秒
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